
　本
年
度
、
青
少
年
育
成
委
員
会
と
し
て
初
の

例
会
の
開
催
で
し
た
。

　本
事
業
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
体
験

と
通
じ
て
、
壁
を
登
る
「
楽
し
さ
」
と
登
り

切
っ
た
「
達
成
感
」
ま
た
そ
こ
に
向
か
う
ま
で

の
判
断
力
、
発
想
力
、
精
神
力
な
ど
、
子
ど
も

達
の
自
己
成
長
に
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
応
募
を
開
始
し
て
一
日
で
定

員
に
達
す
る
と
い
う
程
の
反
響
が
あ
り
、
子
ど

も
達
、
保
護
者
の
方
々
の
期
待
度
の
高
さ
を
感

じ
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
例
会
当
日
は
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
が
能
動
的
に
動
い
て
頂
い
た
お

か
げ
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
や
怪
我
も
無
く
無
事

に
完
遂
す
る
事
が
で
き
、
子
ど
も
達
の
煌
め
く

笑
顔
が
沢
山
見
れ
た
良
い
例
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
委
員
メ
ン
バ
ー
に
は

何
度
も
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
で
の
ロ
ー
プ
講
習
な

ど
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ご
協
力

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
長

時
間
の
三
月
例
会
に
ご
参
加
、
ご
協
力
頂
い
た

メ
ン
バ
ー
に
感
謝
を
申
し
上
げ
委
員
長
所
感
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

小
林  

俊
介

2018年度
青少年育成委員会

委員長
小林  俊介

委
員
長
所
感

　
三
月
二
一
日
㈬
祝
日
に
、
長

野
市
真
島
町
川
合
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー

ル
に
て
三
月
例
会
「
　
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
〜
あ
ら
ゆ
る

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
！

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
長
野
地
域
の
小
学
生
を
対

象
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
、

四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
壁
を
登
る

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
、
ハ
ー
ネ
ス

と
ロ
ー
プ
を
付
け
て
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
壁
を
登
る
ロ
ー
プ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
八
月
二
三
日
㈭
に
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
に
て
二
〇
一
八
年
度
第
二
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
総
会
で
は
二
〇
一
八
年
度
補
正
予

算
、
二
〇
一
九
年
度
理
事
長
並
び
に
監

事
予
定
者
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
理
事

長
予
定
者
に
宮
﨑
弘
章
君
、
外
部
監
事

予
定
者
に
佐
藤
　
寛
君
、
監
事
予
定
者

に
下
城
聖
一
郎
君
、
そ
し
て
理
事
予
定

者
も
決
ま
り
、
い
よ
い
よ
次
年
度
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し

【黎明の鍵の伝達式】
小山理事長と宮﨑理事長予定者

第
二
回
通
常
総
会

８
月
　
日
㈭
　
Ｊ
Ａ
長
野
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
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あ　す

　ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

〜
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
！
〜

月
例
会

3

３
月
　
日
㈬
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ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
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青
少
年
育
成
委
員
会 

■

Let’s

カ
ベ

た
。
第
二
部
か
ら
は
当
会
議
所
の
先
輩

で
あ
り
ま
す
シ
ニ
ア
会
役
員
の
皆
様
、

北
信
４
Ｌ
Ｏ
Ｍ
代
表
の
皆
様
を
お
迎
え

し
て
、
小
山
理
事
長
よ
り
本
年
度
開
催

さ
れ
た
事
業
の
ご
報
告
と
今
後
の
事
業

紹
介
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
に

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
黎
明
の

鍵
」
が
小
山
理
事
長
よ
り
宮
﨑
理
事
長

予
定
者
へ
と
伝
達
さ
れ
、
宮
﨑
理
事
長

予
定
者
よ
り
次
年
度
に
向
け
た
力
強
い

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
結
び
に
、
シ
ニ

ア
会
会
長
で
あ
り
ま
す
小
山
明
彦
様
よ

り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
て
第
二
回
通
常

総
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
講
師
の
先

生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
登
り
や
す
い

か
、
ど
う
や
っ
た
ら
登
っ
て
い

け
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
目
の

前
の
壁
を
登
っ
て
い
き
ま
し

た
。
最
初
は
う
ま
く
登
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
何
度

も
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
登

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
登
り
き
れ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
次
々
と
難
し
い

コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
目
標

達
成
に
挑
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
本
例
会
を
通
じ
て
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
目
の
前
の
壁
に

挑
戦
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
、
困

難
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
強
い

心
、
目
標
達
成
の
喜
び
を
感

じ
、
煌
め
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

カ
ベ

Let’s

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所
二
階

４
月
　
日
㈪
　
　
　
　
　
　
　
　

16

南長野の未来を照らし  全力で楽しむ青年たれ
あ　す

2018年度  外報紙かがり火  Vol.2

第
三
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

　
七
月
二
九
日
㈰
、
東
京
両

国
国
技
館
に
て
第
三
四
回
わ

ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
行
わ
れ
ま
し
た
第
一

回
長
野
県
大
会
の
結
果
に

て
、
南
長
野
か
ら
は
【
四
年

生
】
田
中
未
来
斗
く
ん
、

【
五
年
生
】
太
田
蓮
也
く

ん
、
小
出
結
翔
く
ん
、
【
六

年
生
】
山
岸
蒼
生
く
ん
の
四

名
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
長
野
県
大
会
の

結
果
に
よ
り
長
野
県
選
抜

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
四
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
田
中
未
来
斗

く
ん
が
所
属
し
た
長
野
県
選

抜
Ａ
チ
ー
ム
（
林
玲
く
ん

（
六
年
・
諏
訪
圏
）
、
村
上

憲
伸
く
ん
（
五
年
・
塩

尻
）
、
田
中
未
来
斗
く
ん

（
四
年
・
南
長
野
）
）
が
、

チ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
制
の
団
体

戦
で
一
一
三
チ
ー
ム
中
五
位

と
な
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
が
全
国
の
舞
台

で
果
敢
に
相
手
に
立
ち
向
か

う
姿
を
見
て
、
私
達
大
人
も

励
み
に
な
り
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
と
っ

て
本
大
会
は
か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
講
師
に
竹
村
成
弘
先
輩
、
小
林
雅

希
先
輩
、
鴇
沢
　
裕
先
輩
を
お
呼
び

し
、
四
月
例
会
「
も
っ
と
知
ろ
う
！

公
益
社
団
法
人
を
」
を
行
い
ま
し

た
。

　
当
青
年
会
議
所
が
公
益
社
団
法
人

に
移
行
を
し
て
か
ら
間
も
な
く
七
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
公
益

社
団
法
人
に
つ
い
て
知
る
メ
ン
バ
ー

も
少
な
く
な
り
、
今
一
度
、
公
益
社

団
法
人
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
今
後

の
青
年
会
議
所
活
動
の
展
開
の
指
標

と
な
る
と
考
え
、
今
例
会
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

　
今
例
会
は
二
部
に
分
け
講
演
し
て

頂
き
、
第
一
部
で
は
鴇
沢
先
輩
に
公

益
社
団
法
人
と
し
て
活
動
す
る
た
め

に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
な
ど

月
例
会

4も
っ
と
知
ろ
う
！

公
益
社
団
法
人
を

企
画
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五
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
第
三
四
回
わ
ん
ぱ

く
相
撲
長
野
場
所
で
は
、
本
年
も
参
加
者
が
一

五
〇
名
を
超
え
、
南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場

で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大

会
が
、
よ
り
地
域
の
方
に
認
知
し
て
頂
け
て
き

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
よ

り
、
相
撲
部
屋
の
全
国
大
会
参
加
者
の
宿
泊
体

験
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
事
や
東
京

青
年
会
議
所
の
意
向
も
あ
り
、
出
場
枠
削
減
の

為
、
六
月
二
三
日
に
同
じ
く
南
長
野
運
動
公

園
・
相
撲
場
に
て
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

県
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
月
に
南
長
野
が

主
管
と
決
ま
り
、
長
野
県
で
は
前
例
の
無
い
大

会
で
あ
っ
た
の
で
、
何
度
も
ル
ー
ル
や
選
出
方

法
等
を
５
Ｌ
Ｏ
Ｍ
で
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

初
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
、
開
催
す
る
ま
で
に

は
様
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と

わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
趣
旨
を
改
め
て
再
確
認
で
き

た
り
、
大
会
を
通
し
て
深
く
交
流
を
持
て
た
事

は
と
て
も
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
翌
月

の
七
月
二
九
日
に
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
で
は
長
野
県
混
合
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
事

も
あ
り
、
５
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
枠
を
超
え
て
の
応
援
と

な
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
、
長
野

県
選
抜
Ａ
チ
ー
ム
が
団
体
五
位
と
な
り
選
抜

チ
ー
ム
を
編
成
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
全
大
会
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の
喜
ぶ
姿
や

負
け
て
悔
し
涙
を
流
す
姿
を
見
て
、
こ
の
わ
ん

ぱ
く
相
撲
は
本
当
に
良
い
青
少
年
事
業
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
わ
ん
ぱ
く
相

撲
事
業
は
長
野
県
大
会
を
挟
ん
だ
事
も
あ
り
、

例
年
以
上
に
相
撲
関
係
者
の
皆
様
や
地
域
の
皆

様
、
当
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
長
野
県
大
会
か
ら
全
国
大
会
と
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
飯
田
、
佐
久
、
塩
尻
、
諏
訪

圏
の
各
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
を
申

し
上
げ
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

小
林  

俊
介

委
員
長
所
感

　
最
初
に
四
月
例
会
の
事
を
考
え
て
い
た
時

は
、
一
般
社
団
法
人
と
公
益
社
団
法
人
と
ど
ち

ら
が
良
い
の
か
？
と
言
う
例
会
に
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
色
々
と
公
益
社
団

法
人
に
つ
い
て
勉
強
し
た
り
、
先
輩
方
に
話
を

聞
き
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
自
分
の
中

の
考
え
が
一
八
〇
度
転
換
し
て
し
ま
い
、
今
事

業
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
四
月
例
会
「
も
っ
と
知
ろ
う
！
公
益
社
団
法

人
を
」
は
長
年
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
や
っ

て
い
る
方
も
改
め
て
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
見

直
す
こ
と
が
で
き
、
入
会
一
〜
五
年
目
の
方
に

は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
っ
た
と
感
じ
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
、
沢
山
の
メ
ン
バ
ー
が
卒

業
し
て
し
ま
う
中
、
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
本
当

に
自
分
の
や
り
た
い
事
業
が
迷
い
な
く
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
先
輩
方
が
今
例
会
で
お
話
し
て
く
れ
た
事
を

糧
に
し
て
、
青
年
会
議
所
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。

海
江
田  

勝
由

2018年度
総務委員会
委員長

海江田  勝由

委
員
長
所
感

解
説
し
て
頂
き
、
第
二
部
で
は
三
人
の
講
師
の

方
に
対
し
Ｑ
＆
Ａ
を
行
い
公
益
と
一
般
の
違

い
、
公
益
社
団
法
人
格
を
取
得
し
た
時
の
話
な

ど
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

　
六
月
二
三
日
㈯
、
南
長
野

運
動
公
園
・
相
撲
場
に
お
い

て
、
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

長
野
県
大
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　
本
年
か
ら
、
東
京
の
両
国

国
技
館
で
行
わ
れ
る
わ
ん
ぱ

く
相
撲
全
国
大
会
に
出
場
す

る
長
野
県
代
表
を
選
抜
す
る

た
め
に
、
長
野
県
内
の
五
つ

の
青
年
会
議
所
（
飯
田
、
佐

久
、
塩
尻
、
諏
訪
圏
、
南
長

野
）
で
開
催
さ
れ
る
地
方
大

会
の
四
・
五
・
六
年
生
の
上

位
二
名
の
男
子
を
集
め
て
長

野
県
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
長
野
県
大
会
で
は
、
各
学

年
四
名
の
代
表
を
目
指
し

て
、
各
地
の
地
方
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
実
力
者
に
よ
る
白

熱
し
た
試
合
が
多
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
見
事
県
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
一
二
名
の
子
ど
も

達
は
、
平
成
三
〇
年
七
月
二

九
日
㈰
に
東
京
都
の
両
国
国

技
館
で
行
わ
れ
る
第
三
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、

長
野
県
の
代
表
と
し
て
、
胸

を
張
っ
て
全
国
の
強
豪
た
ち

と
闘
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
五
月
二
〇
日
㈰
、
南
長
野

運
動
公
園
・
相
撲
場
に
て
、

五
月
例
会
「
第
三
四
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
〜
目
指

せ
！
両
国
国
技
館
〜
」
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
定
員
を
超
え
る

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
参
加
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
大

会
は
長
野
市
内
外
の
小
学
一

年
生
〜
六
年
生
の
一
五
三
人

が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
選
手
が
全
力
を
尽
く
し

真
剣
に
ぶ
つ
か
り
合
い
、
負

け
た
選
手
が
悔
し
涙
を
見
せ

る
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
勝
っ
た
選
手
も
負
け
た

選
手
も
、
相
手
を
敬
う
思
い

や
り
の
心
を
学
ん
で
も
ら
え

た
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
四
年
生
〜
六
年
生
の

優
勝
者
・
準
優
勝
者
は
、
六
月

二
三
日
㈯
、
南
長
野
運
動
公

園
・
相
撲
場
に
て
開
催
さ
れ
る

第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

県
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

月
例
会

5

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

　
　
　
　長
野
場
所
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５
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場
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第34回 第１回

わ
ん
ぱ
く
相
撲

　長
野
県
大
会

わ
ん
ぱ
く
相
撲

　
　全
国
大
会

７
月
　
日
㈰

　
　
東
京  

両
国
国
技
館

29

６
月
　
日
㈯

南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場
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第１回わんぱく相撲長野県大会



　本
年
度
、
青
少
年
育
成
委
員
会
と
し
て
初
の

例
会
の
開
催
で
し
た
。

　本
事
業
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
体
験

と
通
じ
て
、
壁
を
登
る
「
楽
し
さ
」
と
登
り

切
っ
た
「
達
成
感
」
ま
た
そ
こ
に
向
か
う
ま
で

の
判
断
力
、
発
想
力
、
精
神
力
な
ど
、
子
ど
も

達
の
自
己
成
長
に
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
応
募
を
開
始
し
て
一
日
で
定

員
に
達
す
る
と
い
う
程
の
反
響
が
あ
り
、
子
ど

も
達
、
保
護
者
の
方
々
の
期
待
度
の
高
さ
を
感

じ
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
例
会
当
日
は
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
が
能
動
的
に
動
い
て
頂
い
た
お

か
げ
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
や
怪
我
も
無
く
無
事

に
完
遂
す
る
事
が
で
き
、
子
ど
も
達
の
煌
め
く

笑
顔
が
沢
山
見
れ
た
良
い
例
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
委
員
メ
ン
バ
ー
に
は

何
度
も
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
で
の
ロ
ー
プ
講
習
な

ど
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ご
協
力

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
長

時
間
の
三
月
例
会
に
ご
参
加
、
ご
協
力
頂
い
た

メ
ン
バ
ー
に
感
謝
を
申
し
上
げ
委
員
長
所
感
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

小
林  

俊
介

2018年度
青少年育成委員会

委員長
小林  俊介

委
員
長
所
感

　
三
月
二
一
日
㈬
祝
日
に
、
長

野
市
真
島
町
川
合
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー

ル
に
て
三
月
例
会
「
　
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
〜
あ
ら
ゆ
る

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
！

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
長
野
地
域
の
小
学
生
を
対

象
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
、

四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
壁
を
登
る

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
、
ハ
ー
ネ
ス

と
ロ
ー
プ
を
付
け
て
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
壁
を
登
る
ロ
ー
プ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
八
月
二
三
日
㈭
に
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
に
て
二
〇
一
八
年
度
第
二
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
総
会
で
は
二
〇
一
八
年
度
補
正
予

算
、
二
〇
一
九
年
度
理
事
長
並
び
に
監

事
予
定
者
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
理
事

長
予
定
者
に
宮
﨑
弘
章
君
、
外
部
監
事

予
定
者
に
佐
藤
　
寛
君
、
監
事
予
定
者

に
下
城
聖
一
郎
君
、
そ
し
て
理
事
予
定

者
も
決
ま
り
、
い
よ
い
よ
次
年
度
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し

【黎明の鍵の伝達式】
小山理事長と宮﨑理事長予定者

第
二
回
通
常
総
会

８
月
　
日
㈭
　
Ｊ
Ａ
長
野
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
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　ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

〜
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
！
〜

月
例
会

3

３
月
　
日
㈬
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ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
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青
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年
育
成
委
員
会 

■

Let’s

カ
ベ

た
。
第
二
部
か
ら
は
当
会
議
所
の
先
輩

で
あ
り
ま
す
シ
ニ
ア
会
役
員
の
皆
様
、

北
信
４
Ｌ
Ｏ
Ｍ
代
表
の
皆
様
を
お
迎
え

し
て
、
小
山
理
事
長
よ
り
本
年
度
開
催

さ
れ
た
事
業
の
ご
報
告
と
今
後
の
事
業

紹
介
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
に

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
黎
明
の

鍵
」
が
小
山
理
事
長
よ
り
宮
﨑
理
事
長

予
定
者
へ
と
伝
達
さ
れ
、
宮
﨑
理
事
長

予
定
者
よ
り
次
年
度
に
向
け
た
力
強
い

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
結
び
に
、
シ
ニ

ア
会
会
長
で
あ
り
ま
す
小
山
明
彦
様
よ

り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
て
第
二
回
通
常

総
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
講
師
の
先

生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
登
り
や
す
い

か
、
ど
う
や
っ
た
ら
登
っ
て
い

け
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
目
の

前
の
壁
を
登
っ
て
い
き
ま
し

た
。
最
初
は
う
ま
く
登
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
何
度

も
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
登

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
登
り
き
れ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
次
々
と
難
し
い

コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
目
標

達
成
に
挑
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
本
例
会
を
通
じ
て
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
目
の
前
の
壁
に

挑
戦
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
、
困

難
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
強
い

心
、
目
標
達
成
の
喜
び
を
感

じ
、
煌
め
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

カ
ベ

Let’s

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所
二
階

４
月
　
日
㈪
　
　
　
　
　
　
　
　

16

南長野の未来を照らし  全力で楽しむ青年たれ
あ　す

2018年度  外報紙かがり火  Vol.2

第
三
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

　
七
月
二
九
日
㈰
、
東
京
両

国
国
技
館
に
て
第
三
四
回
わ

ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
行
わ
れ
ま
し
た
第
一

回
長
野
県
大
会
の
結
果
に

て
、
南
長
野
か
ら
は
【
四
年

生
】
田
中
未
来
斗
く
ん
、

【
五
年
生
】
太
田
蓮
也
く

ん
、
小
出
結
翔
く
ん
、
【
六

年
生
】
山
岸
蒼
生
く
ん
の
四

名
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
長
野
県
大
会
の

結
果
に
よ
り
長
野
県
選
抜

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
四
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
田
中
未
来
斗

く
ん
が
所
属
し
た
長
野
県
選

抜
Ａ
チ
ー
ム
（
林
玲
く
ん

（
六
年
・
諏
訪
圏
）
、
村
上

憲
伸
く
ん
（
五
年
・
塩

尻
）
、
田
中
未
来
斗
く
ん

（
四
年
・
南
長
野
）
）
が
、

チ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
制
の
団
体

戦
で
一
一
三
チ
ー
ム
中
五
位

と
な
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
が
全
国
の
舞
台

で
果
敢
に
相
手
に
立
ち
向
か

う
姿
を
見
て
、
私
達
大
人
も

励
み
に
な
り
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
と
っ

て
本
大
会
は
か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
講
師
に
竹
村
成
弘
先
輩
、
小
林
雅

希
先
輩
、
鴇
沢
　
裕
先
輩
を
お
呼
び

し
、
四
月
例
会
「
も
っ
と
知
ろ
う
！

公
益
社
団
法
人
を
」
を
行
い
ま
し

た
。

　
当
青
年
会
議
所
が
公
益
社
団
法
人

に
移
行
を
し
て
か
ら
間
も
な
く
七
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
公
益

社
団
法
人
に
つ
い
て
知
る
メ
ン
バ
ー

も
少
な
く
な
り
、
今
一
度
、
公
益
社

団
法
人
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
今
後

の
青
年
会
議
所
活
動
の
展
開
の
指
標

と
な
る
と
考
え
、
今
例
会
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

　
今
例
会
は
二
部
に
分
け
講
演
し
て

頂
き
、
第
一
部
で
は
鴇
沢
先
輩
に
公

益
社
団
法
人
と
し
て
活
動
す
る
た
め

に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
な
ど

月
例
会

4も
っ
と
知
ろ
う
！

公
益
社
団
法
人
を
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五
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
第
三
四
回
わ
ん
ぱ

く
相
撲
長
野
場
所
で
は
、
本
年
も
参
加
者
が
一

五
〇
名
を
超
え
、
南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場

で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大

会
が
、
よ
り
地
域
の
方
に
認
知
し
て
頂
け
て
き

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
よ

り
、
相
撲
部
屋
の
全
国
大
会
参
加
者
の
宿
泊
体

験
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
事
や
東
京

青
年
会
議
所
の
意
向
も
あ
り
、
出
場
枠
削
減
の

為
、
六
月
二
三
日
に
同
じ
く
南
長
野
運
動
公

園
・
相
撲
場
に
て
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

県
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
月
に
南
長
野
が

主
管
と
決
ま
り
、
長
野
県
で
は
前
例
の
無
い
大

会
で
あ
っ
た
の
で
、
何
度
も
ル
ー
ル
や
選
出
方

法
等
を
５
Ｌ
Ｏ
Ｍ
で
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

初
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
、
開
催
す
る
ま
で
に

は
様
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と

わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
趣
旨
を
改
め
て
再
確
認
で
き

た
り
、
大
会
を
通
し
て
深
く
交
流
を
持
て
た
事

は
と
て
も
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
翌
月

の
七
月
二
九
日
に
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
で
は
長
野
県
混
合
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
事

も
あ
り
、
５
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
枠
を
超
え
て
の
応
援
と

な
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
、
長
野

県
選
抜
Ａ
チ
ー
ム
が
団
体
五
位
と
な
り
選
抜

チ
ー
ム
を
編
成
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
全
大
会
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の
喜
ぶ
姿
や

負
け
て
悔
し
涙
を
流
す
姿
を
見
て
、
こ
の
わ
ん

ぱ
く
相
撲
は
本
当
に
良
い
青
少
年
事
業
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
わ
ん
ぱ
く
相

撲
事
業
は
長
野
県
大
会
を
挟
ん
だ
事
も
あ
り
、

例
年
以
上
に
相
撲
関
係
者
の
皆
様
や
地
域
の
皆

様
、
当
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
長
野
県
大
会
か
ら
全
国
大
会
と
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
飯
田
、
佐
久
、
塩
尻
、
諏
訪

圏
の
各
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
を
申

し
上
げ
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

小
林  

俊
介

委
員
長
所
感

　
最
初
に
四
月
例
会
の
事
を
考
え
て
い
た
時

は
、
一
般
社
団
法
人
と
公
益
社
団
法
人
と
ど
ち

ら
が
良
い
の
か
？
と
言
う
例
会
に
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
色
々
と
公
益
社
団

法
人
に
つ
い
て
勉
強
し
た
り
、
先
輩
方
に
話
を

聞
き
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
自
分
の
中

の
考
え
が
一
八
〇
度
転
換
し
て
し
ま
い
、
今
事

業
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
四
月
例
会
「
も
っ
と
知
ろ
う
！
公
益
社
団
法

人
を
」
は
長
年
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
や
っ

て
い
る
方
も
改
め
て
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
見

直
す
こ
と
が
で
き
、
入
会
一
〜
五
年
目
の
方
に

は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
っ
た
と
感
じ
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
、
沢
山
の
メ
ン
バ
ー
が
卒

業
し
て
し
ま
う
中
、
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
本
当

に
自
分
の
や
り
た
い
事
業
が
迷
い
な
く
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
先
輩
方
が
今
例
会
で
お
話
し
て
く
れ
た
事
を

糧
に
し
て
、
青
年
会
議
所
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。

海
江
田  

勝
由

2018年度
総務委員会
委員長

海江田  勝由

委
員
長
所
感

解
説
し
て
頂
き
、
第
二
部
で
は
三
人
の
講
師
の

方
に
対
し
Ｑ
＆
Ａ
を
行
い
公
益
と
一
般
の
違

い
、
公
益
社
団
法
人
格
を
取
得
し
た
時
の
話
な

ど
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

　
六
月
二
三
日
㈯
、
南
長
野

運
動
公
園
・
相
撲
場
に
お
い

て
、
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

長
野
県
大
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　
本
年
か
ら
、
東
京
の
両
国

国
技
館
で
行
わ
れ
る
わ
ん
ぱ

く
相
撲
全
国
大
会
に
出
場
す

る
長
野
県
代
表
を
選
抜
す
る

た
め
に
、
長
野
県
内
の
五
つ

の
青
年
会
議
所
（
飯
田
、
佐

久
、
塩
尻
、
諏
訪
圏
、
南
長

野
）
で
開
催
さ
れ
る
地
方
大

会
の
四
・
五
・
六
年
生
の
上

位
二
名
の
男
子
を
集
め
て
長

野
県
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
長
野
県
大
会
で
は
、
各
学

年
四
名
の
代
表
を
目
指
し

て
、
各
地
の
地
方
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
実
力
者
に
よ
る
白

熱
し
た
試
合
が
多
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
見
事
県
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
一
二
名
の
子
ど
も

達
は
、
平
成
三
〇
年
七
月
二

九
日
㈰
に
東
京
都
の
両
国
国

技
館
で
行
わ
れ
る
第
三
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、

長
野
県
の
代
表
と
し
て
、
胸

を
張
っ
て
全
国
の
強
豪
た
ち

と
闘
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
五
月
二
〇
日
㈰
、
南
長
野

運
動
公
園
・
相
撲
場
に
て
、

五
月
例
会
「
第
三
四
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
〜
目
指

せ
！
両
国
国
技
館
〜
」
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
定
員
を
超
え
る

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
参
加
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
大

会
は
長
野
市
内
外
の
小
学
一

年
生
〜
六
年
生
の
一
五
三
人

が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
選
手
が
全
力
を
尽
く
し

真
剣
に
ぶ
つ
か
り
合
い
、
負

け
た
選
手
が
悔
し
涙
を
見
せ

る
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
勝
っ
た
選
手
も
負
け
た

選
手
も
、
相
手
を
敬
う
思
い

や
り
の
心
を
学
ん
で
も
ら
え

た
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
四
年
生
〜
六
年
生
の

優
勝
者
・
準
優
勝
者
は
、
六
月

二
三
日
㈯
、
南
長
野
運
動
公

園
・
相
撲
場
に
て
開
催
さ
れ
る

第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

県
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

月
例
会

5

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

　
　
　
　長
野
場
所

企
画
担
当  

■ 

青
少
年
育
成
委
員
会 

■

第34回

５
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場

20

第34回 第１回

わ
ん
ぱ
く
相
撲

　長
野
県
大
会

わ
ん
ぱ
く
相
撲

　
　全
国
大
会

７
月
　
日
㈰

　
　
東
京  

両
国
国
技
館

29

６
月
　
日
㈯

南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場
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　六
月
二
四
日
㈰
に
篠
ノ
井
中

央
公
園
に
て
な
が
の
緑
育
協
会

様
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
下
、

海
外
の
方
と
地
域
の
方
々
を
交

え
て
、
六
月
例
会
「
地
域
と
世

界
を
結
ぶ
花
の
架
け
橋
」
と
題

し
ま
し
て
、
お
花
（
八
四
〇

株
）
と
記
念
樹
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
）
を
植
え
ま
し
た
。
心
配
し

て
い
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事

に
植
栽
を
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　特
に
今
回
、
花
壇
の
デ
ザ
イ

ン
か
ら
植
栽
ま
で
の
流
れ
を
体

験
し
て
も
ら
う
中
で
、
様
々
な

国
の
方
の
個
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
事
業
終
了
後
に

海
外
の
方
か
ら
ま
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
く
際
は
呼
ん
で
く
だ
さ
い

な
ど
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
素
晴
ら
し
い
国
際
交
流
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　本
年
は
国
際
交
流
委
員
会
六
月
例
会

で
、
県
内
で
暮
ら
し
て
い
る
海
外
の
方
を

交
え
て
お
花
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　今
回
、
植
栽
を
選
ん
だ
理
由
と
し
ま
し

て
は
、
心
温
ま
る
民
間
交
流
事
業
と
し

て
、
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
た
り
、
日
本

で
の
思
い
で
作
り
や
、
地
域
の
方
々
と
海

外
の
方
が
交
流
す
る
機
会
を
作
り
た
い
と

思
い
、
な
が
の
緑
育
協
会
様
の
ご
協
力
の

下
、
共
催
と
い
う
形
で
植
栽
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
日
は
委
員
長
と
し
て
初
の
例
会
で
あ

り
、
ま
た
海
外
の
方
と
い
う
普
段
あ
ま
り

関
り
の
な
い
方
々
と
行
う
事
業
で
あ
り
不

安
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
担
当
副
理
事

長
、
副
委
員
長
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
は

じ
め
沢
山
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
反
省
点
は
残
っ
た
も
の
無
事
に
事

業
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

南
長
野
青
年
会
議
所
と
い
う
団
体
で
普

段
、
体
験
の
出
来
な
い
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
委
員
長

所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 渡

辺  

利
覚

2018年度
国際交流委員会
委員長

渡辺  利覚

委
員
長
所
感

　長
野
市
七
二
会
五
十
平
地
区
に

て
、
七
月
例
会
「
第
一
回
泥
ん
こ

バ
レ
ー

　七
二
会
〜
泥
ん
こ
ま
み

れ
の
夏
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。　荒

れ
果
て
た
休
耕
田
を
、
地
元

の
七
二
会
地
区
住
民
自
治
協
議
会

の
方
を
始
め
と
す
る
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
我
々
南
長
野

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
で
、
コ
ー

ト
作
り
、
周
辺
の
草
刈
り
等
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
と
世
界
を
結
ぶ
花
の
架
け
橋

月
例
会

6

企
画
担
当  

■ 

国
際
交
流
委
員
会 

■

６
月
　
日
㈰
　
篠
ノ
井
中
央
公
園

24

７
月
　
日
㈰
　
長
野
市
七
二
会
五
十
平
地
区

第１回
　泥
ん
こ
バ
レ
ー

　七
二
会

〜
泥
ん
こ
ま
み
れ
の
夏
〜

月
例
会

7

企
画
担
当  

■ 

地
域
創
生
委
員
会 

■

　今
回
、
植
え
た
お
花
は
十
月
頃
ま
で
、

篠
ノ
井
中
央
公
園
を
明
る
く
彩
っ
て
お
り

ま
す
の
で
是
非
ご
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

見
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

IN
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　七
月
一
五
日
㈰
に
開
催
致
し
ま
し
た

七
月
例
会
「
第
一
回
泥
ん
こ
バ
レ
ー
　

七
二
会
〜
泥
ん
こ
ま
み
れ
の
夏
〜
」
に

は
炎
天
下
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く

の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
頂
き
誠
に
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

　今
例
会
は
、
準
備
段
階
か
ら
七
二
会

地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
石
坂
様
を
始

め
と
す
る
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。　企

画
当
初
は
不
安
ば
か
り
口
に
し
て

い
た
地
元
の
方
々
も
、
何
回
も
会
議
を

し
て
い
く
中
で
こ
う
し
て
い
っ
た
方
が

良
い
な
と
前
向
き
な
意
見
を
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
地
域
活
性
化

で
は
な
い
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
定
員
の
チ
ー
ム
数
に
は
達

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

参
加
し
て
頂
い
た
皆
様
が
笑
顔
に
な

り
、
楽
し
ん
で
頂
い
た
姿
、
ま
た
七
二

会
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
下

さ
っ
た
観
客
の
皆
様
を
見
て
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
七
二
会
の

方
々
、
宮
﨑
副
理
事
長
、
宮
尾
副
委
員

長
、
委
員
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
例
会
が
行
え
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、「
第
二
回
泥
ん
こ
バ

レ
ー
　七
二
会
」
の
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

青
木  

栄
樹

委
員
長
所
感

IN

IN

　例
会
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
二

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
五
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
総
当
た
り
戦
で
試
合

を
行
い
、
そ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
一

位
の
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
非
常
に
白
熱

し
た
試
合
で
、
見
て
い
る
観
客
、

や
っ
て
い
る
選
手
も
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
三
〇
〇
名
程
の
来
場
者

の
方
々
が
、
七
二
会
地
区
に
訪

れ
、
地
元
住
民
の
方
々
と
触
れ
合

い
、
ま
た
地
元
住
民
の
方
々
は
何

気
な
く
過
ご
し
て
い
る
風
景
、
日

常
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

出
来
た
事
業
を
実
施
で
き
ま
し

た
。



長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所
二
階

４
月
　
日
㈪
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第
三
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

　
七
月
二
九
日
㈰
、
東
京
両

国
国
技
館
に
て
第
三
四
回
わ

ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
行
わ
れ
ま
し
た
第
一

回
長
野
県
大
会
の
結
果
に

て
、
南
長
野
か
ら
は
【
四
年

生
】
田
中
未
来
斗
く
ん
、

【
五
年
生
】
太
田
蓮
也
く

ん
、
小
出
結
翔
く
ん
、
【
六

年
生
】
山
岸
蒼
生
く
ん
の
四

名
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
長
野
県
大
会
の

結
果
に
よ
り
長
野
県
選
抜

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
四
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
田
中
未
来
斗

く
ん
が
所
属
し
た
長
野
県
選

抜
Ａ
チ
ー
ム
（
林
玲
く
ん

（
六
年
・
諏
訪
圏
）
、
村
上

憲
伸
く
ん
（
五
年
・
塩

尻
）
、
田
中
未
来
斗
く
ん

（
四
年
・
南
長
野
）
）
が
、

チ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
制
の
団
体

戦
で
一
一
三
チ
ー
ム
中
五
位

と
な
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
が
全
国
の
舞
台

で
果
敢
に
相
手
に
立
ち
向
か

う
姿
を
見
て
、
私
達
大
人
も

励
み
に
な
り
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
と
っ

て
本
大
会
は
か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
講
師
に
竹
村
成
弘
先
輩
、
小
林
雅

希
先
輩
、
鴇
沢
　
裕
先
輩
を
お
呼
び

し
、
四
月
例
会
「
も
っ
と
知
ろ
う
！

公
益
社
団
法
人
を
」
を
行
い
ま
し

た
。

　
当
青
年
会
議
所
が
公
益
社
団
法
人

に
移
行
を
し
て
か
ら
間
も
な
く
七
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
公
益

社
団
法
人
に
つ
い
て
知
る
メ
ン
バ
ー

も
少
な
く
な
り
、
今
一
度
、
公
益
社

団
法
人
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
今
後

の
青
年
会
議
所
活
動
の
展
開
の
指
標

と
な
る
と
考
え
、
今
例
会
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

　
今
例
会
は
二
部
に
分
け
講
演
し
て

頂
き
、
第
一
部
で
は
鴇
沢
先
輩
に
公

益
社
団
法
人
と
し
て
活
動
す
る
た
め

に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
な
ど

月
例
会

4も
っ
と
知
ろ
う
！

公
益
社
団
法
人
を

企
画
担
当  

■ 

総
務
委
員
会 

■

　
五
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
第
三
四
回
わ
ん
ぱ

く
相
撲
長
野
場
所
で
は
、
本
年
も
参
加
者
が
一

五
〇
名
を
超
え
、
南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場

で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大

会
が
、
よ
り
地
域
の
方
に
認
知
し
て
頂
け
て
き

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
よ

り
、
相
撲
部
屋
の
全
国
大
会
参
加
者
の
宿
泊
体

験
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
事
や
東
京

青
年
会
議
所
の
意
向
も
あ
り
、
出
場
枠
削
減
の

為
、
六
月
二
三
日
に
同
じ
く
南
長
野
運
動
公

園
・
相
撲
場
に
て
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

県
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
月
に
南
長
野
が

主
管
と
決
ま
り
、
長
野
県
で
は
前
例
の
無
い
大

会
で
あ
っ
た
の
で
、
何
度
も
ル
ー
ル
や
選
出
方

法
等
を
５
Ｌ
Ｏ
Ｍ
で
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

初
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
、
開
催
す
る
ま
で
に

は
様
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と

わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
趣
旨
を
改
め
て
再
確
認
で
き

た
り
、
大
会
を
通
し
て
深
く
交
流
を
持
て
た
事

は
と
て
も
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
翌
月

の
七
月
二
九
日
に
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
で
は
長
野
県
混
合
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
事

も
あ
り
、
５
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
枠
を
超
え
て
の
応
援
と

な
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
、
長
野

県
選
抜
Ａ
チ
ー
ム
が
団
体
五
位
と
な
り
選
抜

チ
ー
ム
を
編
成
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
全
大
会
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の
喜
ぶ
姿
や

負
け
て
悔
し
涙
を
流
す
姿
を
見
て
、
こ
の
わ
ん

ぱ
く
相
撲
は
本
当
に
良
い
青
少
年
事
業
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
わ
ん
ぱ
く
相

撲
事
業
は
長
野
県
大
会
を
挟
ん
だ
事
も
あ
り
、

例
年
以
上
に
相
撲
関
係
者
の
皆
様
や
地
域
の
皆

様
、
当
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
長
野
県
大
会
か
ら
全
国
大
会
と
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
飯
田
、
佐
久
、
塩
尻
、
諏
訪

圏
の
各
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
を
申

し
上
げ
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

小
林  

俊
介

委
員
長
所
感

　
最
初
に
四
月
例
会
の
事
を
考
え
て
い
た
時

は
、
一
般
社
団
法
人
と
公
益
社
団
法
人
と
ど
ち

ら
が
良
い
の
か
？
と
言
う
例
会
に
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
色
々
と
公
益
社
団

法
人
に
つ
い
て
勉
強
し
た
り
、
先
輩
方
に
話
を

聞
き
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
自
分
の
中

の
考
え
が
一
八
〇
度
転
換
し
て
し
ま
い
、
今
事

業
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
四
月
例
会
「
も
っ
と
知
ろ
う
！
公
益
社
団
法

人
を
」
は
長
年
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
や
っ

て
い
る
方
も
改
め
て
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
見

直
す
こ
と
が
で
き
、
入
会
一
〜
五
年
目
の
方
に

は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
っ
た
と
感
じ
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
、
沢
山
の
メ
ン
バ
ー
が
卒

業
し
て
し
ま
う
中
、
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
本
当

に
自
分
の
や
り
た
い
事
業
が
迷
い
な
く
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
先
輩
方
が
今
例
会
で
お
話
し
て
く
れ
た
事
を

糧
に
し
て
、
青
年
会
議
所
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。

海
江
田  

勝
由

2018年度
総務委員会
委員長

海江田  勝由

委
員
長
所
感

解
説
し
て
頂
き
、
第
二
部
で
は
三
人
の
講
師
の

方
に
対
し
Ｑ
＆
Ａ
を
行
い
公
益
と
一
般
の
違

い
、
公
益
社
団
法
人
格
を
取
得
し
た
時
の
話
な

ど
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
一
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

　
六
月
二
三
日
㈯
、
南
長
野

運
動
公
園
・
相
撲
場
に
お
い

て
、
第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

長
野
県
大
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　
本
年
か
ら
、
東
京
の
両
国

国
技
館
で
行
わ
れ
る
わ
ん
ぱ

く
相
撲
全
国
大
会
に
出
場
す

る
長
野
県
代
表
を
選
抜
す
る

た
め
に
、
長
野
県
内
の
五
つ

の
青
年
会
議
所
（
飯
田
、
佐

久
、
塩
尻
、
諏
訪
圏
、
南
長

野
）
で
開
催
さ
れ
る
地
方
大

会
の
四
・
五
・
六
年
生
の
上

位
二
名
の
男
子
を
集
め
て
長

野
県
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
長
野
県
大
会
で
は
、
各
学

年
四
名
の
代
表
を
目
指
し

て
、
各
地
の
地
方
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
実
力
者
に
よ
る
白

熱
し
た
試
合
が
多
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
見
事
県
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
一
二
名
の
子
ど
も

達
は
、
平
成
三
〇
年
七
月
二

九
日
㈰
に
東
京
都
の
両
国
国

技
館
で
行
わ
れ
る
第
三
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、

長
野
県
の
代
表
と
し
て
、
胸

を
張
っ
て
全
国
の
強
豪
た
ち

と
闘
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
五
月
二
〇
日
㈰
、
南
長
野

運
動
公
園
・
相
撲
場
に
て
、

五
月
例
会
「
第
三
四
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
〜
目
指

せ
！
両
国
国
技
館
〜
」
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
定
員
を
超
え
る

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
参
加
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
大

会
は
長
野
市
内
外
の
小
学
一

年
生
〜
六
年
生
の
一
五
三
人

が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
選
手
が
全
力
を
尽
く
し

真
剣
に
ぶ
つ
か
り
合
い
、
負

け
た
選
手
が
悔
し
涙
を
見
せ

る
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
勝
っ
た
選
手
も
負
け
た

選
手
も
、
相
手
を
敬
う
思
い

や
り
の
心
を
学
ん
で
も
ら
え

た
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
四
年
生
〜
六
年
生
の

優
勝
者
・
準
優
勝
者
は
、
六
月

二
三
日
㈯
、
南
長
野
運
動
公

園
・
相
撲
場
に
て
開
催
さ
れ
る

第
一
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

県
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

月
例
会

5

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

　
　
　
　長
野
場
所

企
画
担
当  

■ 

青
少
年
育
成
委
員
会 

■

第34回

５
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場

20

第34回 第１回

わ
ん
ぱ
く
相
撲

　長
野
県
大
会

わ
ん
ぱ
く
相
撲

　
　全
国
大
会

７
月
　
日
㈰

　
　
東
京  

両
国
国
技
館

29

６
月
　
日
㈯

南
長
野
運
動
公
園
・
相
撲
場

23

第１回わんぱく相撲長野県大会

南長野の未来を照らし  全力で楽しむ青年たれ
あ　す
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　六
月
二
四
日
㈰
に
篠
ノ
井
中

央
公
園
に
て
な
が
の
緑
育
協
会

様
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
下
、

海
外
の
方
と
地
域
の
方
々
を
交

え
て
、
六
月
例
会
「
地
域
と
世

界
を
結
ぶ
花
の
架
け
橋
」
と
題

し
ま
し
て
、
お
花
（
八
四
〇

株
）
と
記
念
樹
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
）
を
植
え
ま
し
た
。
心
配
し

て
い
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事

に
植
栽
を
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　特
に
今
回
、
花
壇
の
デ
ザ
イ

ン
か
ら
植
栽
ま
で
の
流
れ
を
体

験
し
て
も
ら
う
中
で
、
様
々
な

国
の
方
の
個
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
事
業
終
了
後
に

海
外
の
方
か
ら
ま
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
く
際
は
呼
ん
で
く
だ
さ
い

な
ど
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
素
晴
ら
し
い
国
際
交
流
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　本
年
は
国
際
交
流
委
員
会
六
月
例
会

で
、
県
内
で
暮
ら
し
て
い
る
海
外
の
方
を

交
え
て
お
花
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　今
回
、
植
栽
を
選
ん
だ
理
由
と
し
ま
し

て
は
、
心
温
ま
る
民
間
交
流
事
業
と
し

て
、
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
た
り
、
日
本

で
の
思
い
で
作
り
や
、
地
域
の
方
々
と
海

外
の
方
が
交
流
す
る
機
会
を
作
り
た
い
と

思
い
、
な
が
の
緑
育
協
会
様
の
ご
協
力
の

下
、
共
催
と
い
う
形
で
植
栽
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
日
は
委
員
長
と
し
て
初
の
例
会
で
あ

り
、
ま
た
海
外
の
方
と
い
う
普
段
あ
ま
り

関
り
の
な
い
方
々
と
行
う
事
業
で
あ
り
不

安
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
担
当
副
理
事

長
、
副
委
員
長
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
は

じ
め
沢
山
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
反
省
点
は
残
っ
た
も
の
無
事
に
事

業
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

南
長
野
青
年
会
議
所
と
い
う
団
体
で
普

段
、
体
験
の
出
来
な
い
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
委
員
長

所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 渡

辺  

利
覚

2018年度
国際交流委員会
委員長

渡辺  利覚

委
員
長
所
感

　長
野
市
七
二
会
五
十
平
地
区
に

て
、
七
月
例
会
「
第
一
回
泥
ん
こ

バ
レ
ー

　七
二
会
〜
泥
ん
こ
ま
み

れ
の
夏
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。　荒

れ
果
て
た
休
耕
田
を
、
地
元

の
七
二
会
地
区
住
民
自
治
協
議
会

の
方
を
始
め
と
す
る
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
我
々
南
長
野

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
で
、
コ
ー

ト
作
り
、
周
辺
の
草
刈
り
等
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
と
世
界
を
結
ぶ
花
の
架
け
橋

月
例
会

6

企
画
担
当  

■ 

国
際
交
流
委
員
会 

■

６
月
　
日
㈰
　
篠
ノ
井
中
央
公
園

24

７
月
　
日
㈰
　
長
野
市
七
二
会
五
十
平
地
区

第１回
　泥
ん
こ
バ
レ
ー

　七
二
会

〜
泥
ん
こ
ま
み
れ
の
夏
〜

月
例
会

7

企
画
担
当  

■ 

地
域
創
生
委
員
会 

■

　今
回
、
植
え
た
お
花
は
十
月
頃
ま
で
、

篠
ノ
井
中
央
公
園
を
明
る
く
彩
っ
て
お
り

ま
す
の
で
是
非
ご
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

見
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

IN
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IN

　七
月
一
五
日
㈰
に
開
催
致
し
ま
し
た

七
月
例
会
「
第
一
回
泥
ん
こ
バ
レ
ー
　

七
二
会
〜
泥
ん
こ
ま
み
れ
の
夏
〜
」
に

は
炎
天
下
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く

の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
頂
き
誠
に
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

　今
例
会
は
、
準
備
段
階
か
ら
七
二
会

地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
石
坂
様
を
始

め
と
す
る
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。　企

画
当
初
は
不
安
ば
か
り
口
に
し
て

い
た
地
元
の
方
々
も
、
何
回
も
会
議
を

し
て
い
く
中
で
こ
う
し
て
い
っ
た
方
が

良
い
な
と
前
向
き
な
意
見
を
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
地
域
活
性
化

で
は
な
い
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
定
員
の
チ
ー
ム
数
に
は
達

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

参
加
し
て
頂
い
た
皆
様
が
笑
顔
に
な

り
、
楽
し
ん
で
頂
い
た
姿
、
ま
た
七
二

会
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
下

さ
っ
た
観
客
の
皆
様
を
見
て
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
七
二
会
の

方
々
、
宮
﨑
副
理
事
長
、
宮
尾
副
委
員

長
、
委
員
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
例
会
が
行
え
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、「
第
二
回
泥
ん
こ
バ

レ
ー
　七
二
会
」
の
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

青
木  

栄
樹

委
員
長
所
感

IN

IN

　例
会
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
二

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
五
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
総
当
た
り
戦
で
試
合

を
行
い
、
そ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
一

位
の
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
非
常
に
白
熱

し
た
試
合
で
、
見
て
い
る
観
客
、

や
っ
て
い
る
選
手
も
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
三
〇
〇
名
程
の
来
場
者

の
方
々
が
、
七
二
会
地
区
に
訪

れ
、
地
元
住
民
の
方
々
と
触
れ
合

い
、
ま
た
地
元
住
民
の
方
々
は
何

気
な
く
過
ご
し
て
い
る
風
景
、
日

常
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

出
来
た
事
業
を
実
施
で
き
ま
し

た
。

　八
月
一
九
日
㈰
、
長
野

市
篠
ノ
井
の
通
明
小
学
校

に
て
、
八
月
例
会
「
き
ら

め
キ
ッ
ズ
の
お
仕
事
体
験

〜
は
た
ら
く
楽
し
さ
体
験

し
よ
う
〜
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　本
例
会
は
、
一
六
の
地

元
企
業
、
団
体
に
ご
協
力

頂
き
開
催
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
職
業
体
験
を
通

じ
て
地
元
企
業
様
と
の
接

点
を
設
け
る
と
共
に
、
子

ど
も
た
ち
の
な
り
た
い
職

業
・
知
ら
な
か
っ
た
職
業

へ
興
味
を
持
っ
て
貰
う
と

い
う
目
的
を
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
成
し
遂
げ
ら
れ

た
と
感
じ
ま
す
。

　今
年
は
、
定
員
を
超
え

る
子
供
た
ち
か
ら
の
参
加

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
南
長
野
地
区
の
小
学

四
年
生
〜
六
年
生
、
一
一

七
人
の
子
ど
も
た
ち
に
参

加
し
て
頂
き
職
業
体
験
を

し
て
も
ら
い
閉
会
式
で
子

ど
も
た
ち
を
一
班
〜
一
〇

班
に
振
り
分
け
、
班
内
で

将
来
な
り
た
い
職
業
を
画

用
紙
に
書
い
て
も
ら
い
発

表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　会
場
を
快
く
お
貸
し
頂

き
ま
し
た
通
明
小
学
校

様
、
ブ
ー
ス
出
展
に
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
地
元
企

業
、
団
体
様
に
は
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
ら
め
キ
ッ
ズ
の
お
仕
事
体
験

〜
は
た
ら
く
楽
し
さ
体
験
し
よ
う
〜

月
例
会

8

企
画
担
当  

■ 

青
少
年
育
成
委
員
会 

■

　昨
年
に
引
き
続
き
、
通
明
小
学
校
様
を
お
借
り
し
て

職
業
体
験
事
業
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
、

沢
山
の
参
加
申
込
メ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
が
、
申
込

フ
ォ
ー
ム
に
は
「
こ
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ

体
験
さ
せ
て
下
さ
い
」
や
「
い
ろ
ん
な
職
業
を
体
験
し
て

勉
強
し
た
い
で
す
」
等
々
の
沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き

ま
し
た
。
例
会
当
日
ま
で
、
一
一
七
名
の
子
ど
も
達
を

回
せ
る
だ
ろ
う
か
、
子
ど
も
達
が
熱
中
症
に
な
ら
な
い

だ
ろ
う
か
等
、
心
配
な
点
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
事
業
を
完
遂
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
達
を
見
て
い
る
と
、
楽
し
そ

う
に
体
験
し
て
い
る
子
、
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
も
勇
気

を
出
し
て
体
験
し
て
い
る
子
な
ど
、
子
ど
も
達
の
き
ら
め

く
笑
顔
が
多
く
見
れ
た
良
い
例
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
企
業
様
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
頂
い
た
お
か
げ

で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　三
月
、
五
月
、
六
月
、
七
月
、
八
月
と
青
少
年
事
業

が
続
き
、
当
委
員
会
担
当
例
会
は
八
月
例
会
を
も
っ
て
終

わ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
メ
ン
バ
ー
に
助
け
て
頂
い
た
恩

を
残
さ
れ
た
事
業
で
返
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
北
澤
副
理
事
長
、
小
山
副
委
員
長
、
そ
し
て

委
員
メ
ン
バ
ー
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
毎
回
事
業
が
終
わ
る
度
に
感
じ
る
の
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
今
回
も
南
長
野
青
年
会
議
所
は
最
高
だ
！
と
感

じ
ま
し
た
。

小
林  

俊
介

委
員
長
所
感

※敬称略
　順不同
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2018年度８月までに以下５名の入会をいただきました。

編
集
後
記

　
気
が
付
く
と
日
の
暮
れ
が
早
ま
り
、
朝
晩
の
空
気
が
涼

し
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
学
生
さ
ん
達
は
新
学
期

が
始
ま
り
、
ま
た
日
常
の
い
つ
も
の
生
活
が
戻
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
季
節
の
変
わ
り

目
の
中
、
第
二
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
宮
﨑
理
事
長

予
定
者
を
は
じ
め
と
す
る
次
年
度
の
体
制
も
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
本
年
度
と
同
時
進
行
で
次
年
度
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
、
何
か
と
慌
た
だ
し
い
毎
日
と

な
り
ま
す
。
今
年
は
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
姉
妹
締
結
三

五
周
年
を
迎
え
た
り
、
恒
例
の
南
長
野
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

等
ま
だ
ま
だ
大
き
な
事
業
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

　
小
山
丸
の
船
旅
も
残
す
と
こ
ろ
三
か
月
余
り
、
い
よ
い

よ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。
南
長
野
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
り
全
力
で
Ｊ
Ｃ
活
動
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
　
　

　
総
務
委
員
会
　
一
之
瀬
　
由
照

香川  禎文
会社名 株式会社前田製作所

会社事業内容
クレーンや高所作業車などの自社製品の開発・製造・販売及びサー
ビスを行っているメーカーです。また、コマツの総販売代理店とし
て国内最大規模を誇ります。

最近の趣味 ラーメン店巡り(最近ではないですが(笑))

ＪＣに入って
よかったこと

同世代の志を同じうする仲間が増えたこと。
会社の中では味わうことのできない刺激が毎回味わえます！

これからの目標
出身地は南長野ではありませんが、「地域の役に立ちたい」「地域を
盛り上げていきたい」という気持ちはメンバーと同じです！
今しかない若いパワーを全力でぶつけ、最後まで悔いのないJC活
動をやり遂げる所存です！

38歳Pick Up!
新入会員Ｎｏ.3

2018所属委員会
地域創生委員会

上條  裕太
会社名 ハーティー株式会社

会社事業内容 宝飾事業部、宝飾販売及び卸事業、健康事業部、
家庭用医療機器及び医療器具販売

最近の趣味 車

ＪＣに入って
よかったこと

様々な業種の方との交流もち、方々の仕事へのスタンス、考
え方を聞けたこと。また、弊社への新しい考えのきっかけを
持てたこと。

これからの目標
微力ながら地域への貢献及び発展に協力すること。また
様々な方との交流の中で己の見識の拡大、成長を促して
いきたいと思います。

33歳Pick Up!
新入会員Ｎｏ.4

2018所属委員会
青少年育成委員会

８
月
　
日
㈰
　
長
野
市
立
通
明
小
学
校

19

2018年度全体事業【会員拡大結果報告】

2018年度準会員紹介
※入会順

株式会社Ｈ・Ｂ会社名神 林 隆 光
パソコン修理センター長野南店会社名櫻 井 　 洋
株式会社東飯田酒造店会社名飯 田 　 淳
株式会社ピーエイ会社名今 西 　 淳
Signature K会社名田 中 　 啓

南長野青年会議所の未来のために必達15名
４月１日～７月31日

　はじめに、必達15名という目標を掲げて全体事業を行ってきましたが
私の力不足により期間中は３名の入会にとどまってしまったことを伏して
お詫び申し上げます。青年会議所全体を鼓舞して拡大活動に導いていく
というリーダーシップを発揮できなかったことを反省すると共に拡大活動
の難しさを感じさせ続けられた４ヶ月間でした。候補者30名ピックという
もう一つの目標は達成することができましたが、南長野青年会議所の終
わりの始まりとならないように引き続き拡大活動に励んでいきたいと考
えます。最後になりましたが、副理事長はじめ、異業種交流会の企画及び
運営を行って下さった副委員長、連日拡大ラインを投稿して頂いた拡げ
よう会員の輪メンバー、また拡大活動や候補者情報を提供して下さった
全てのメンバーに御礼を申し上げ結びとさせて頂きたいと思います。

拡げよう会員の輪委員会　委員長　山岸　陸弘

あす
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　六
月
二
四
日
㈰
に
篠
ノ
井
中

央
公
園
に
て
な
が
の
緑
育
協
会

様
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
下
、

海
外
の
方
と
地
域
の
方
々
を
交

え
て
、
六
月
例
会
「
地
域
と
世

界
を
結
ぶ
花
の
架
け
橋
」
と
題

し
ま
し
て
、
お
花
（
八
四
〇

株
）
と
記
念
樹
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
）
を
植
え
ま
し
た
。
心
配
し

て
い
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事

に
植
栽
を
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　特
に
今
回
、
花
壇
の
デ
ザ
イ

ン
か
ら
植
栽
ま
で
の
流
れ
を
体

験
し
て
も
ら
う
中
で
、
様
々
な

国
の
方
の
個
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
事
業
終
了
後
に

海
外
の
方
か
ら
ま
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
く
際
は
呼
ん
で
く
だ
さ
い

な
ど
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
素
晴
ら
し
い
国
際
交
流
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　本
年
は
国
際
交
流
委
員
会
六
月
例
会

で
、
県
内
で
暮
ら
し
て
い
る
海
外
の
方
を

交
え
て
お
花
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　今
回
、
植
栽
を
選
ん
だ
理
由
と
し
ま
し

て
は
、
心
温
ま
る
民
間
交
流
事
業
と
し

て
、
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
た
り
、
日
本

で
の
思
い
で
作
り
や
、
地
域
の
方
々
と
海

外
の
方
が
交
流
す
る
機
会
を
作
り
た
い
と

思
い
、
な
が
の
緑
育
協
会
様
の
ご
協
力
の

下
、
共
催
と
い
う
形
で
植
栽
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　当
日
は
委
員
長
と
し
て
初
の
例
会
で
あ

り
、
ま
た
海
外
の
方
と
い
う
普
段
あ
ま
り

関
り
の
な
い
方
々
と
行
う
事
業
で
あ
り
不

安
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
担
当
副
理
事

長
、
副
委
員
長
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
は

じ
め
沢
山
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
反
省
点
は
残
っ
た
も
の
無
事
に
事

業
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

南
長
野
青
年
会
議
所
と
い
う
団
体
で
普

段
、
体
験
の
出
来
な
い
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
委
員
長

所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 渡

辺  

利
覚

2018年度
国際交流委員会
委員長

渡辺  利覚

委
員
長
所
感

　長
野
市
七
二
会
五
十
平
地
区
に

て
、
七
月
例
会
「
第
一
回
泥
ん
こ

バ
レ
ー

　七
二
会
〜
泥
ん
こ
ま
み

れ
の
夏
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。　荒

れ
果
て
た
休
耕
田
を
、
地
元

の
七
二
会
地
区
住
民
自
治
協
議
会

の
方
を
始
め
と
す
る
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
我
々
南
長
野

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
で
、
コ
ー

ト
作
り
、
周
辺
の
草
刈
り
等
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
と
世
界
を
結
ぶ
花
の
架
け
橋

月
例
会

6

企
画
担
当  

■ 

国
際
交
流
委
員
会 

■

６
月
　
日
㈰
　
篠
ノ
井
中
央
公
園

24

７
月
　
日
㈰
　
長
野
市
七
二
会
五
十
平
地
区

第１回
　泥
ん
こ
バ
レ
ー

　七
二
会

〜
泥
ん
こ
ま
み
れ
の
夏
〜

月
例
会

7

企
画
担
当  

■ 

地
域
創
生
委
員
会 

■

　今
回
、
植
え
た
お
花
は
十
月
頃
ま
で
、

篠
ノ
井
中
央
公
園
を
明
る
く
彩
っ
て
お
り

ま
す
の
で
是
非
ご
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

見
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

IN
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IN

　七
月
一
五
日
㈰
に
開
催
致
し
ま
し
た

七
月
例
会
「
第
一
回
泥
ん
こ
バ
レ
ー
　

七
二
会
〜
泥
ん
こ
ま
み
れ
の
夏
〜
」
に

は
炎
天
下
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く

の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
頂
き
誠
に
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

　今
例
会
は
、
準
備
段
階
か
ら
七
二
会

地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
石
坂
様
を
始

め
と
す
る
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。　企

画
当
初
は
不
安
ば
か
り
口
に
し
て

い
た
地
元
の
方
々
も
、
何
回
も
会
議
を

し
て
い
く
中
で
こ
う
し
て
い
っ
た
方
が

良
い
な
と
前
向
き
な
意
見
を
出
し
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
地
域
活
性
化

で
は
な
い
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
定
員
の
チ
ー
ム
数
に
は
達

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

参
加
し
て
頂
い
た
皆
様
が
笑
顔
に
な

り
、
楽
し
ん
で
頂
い
た
姿
、
ま
た
七
二

会
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
下

さ
っ
た
観
客
の
皆
様
を
見
て
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
七
二
会
の

方
々
、
宮
﨑
副
理
事
長
、
宮
尾
副
委
員

長
、
委
員
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
例
会
が
行
え
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、「
第
二
回
泥
ん
こ
バ

レ
ー
　七
二
会
」
の
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

青
木  

栄
樹

委
員
長
所
感

IN

IN

　例
会
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
二

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
五
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
総
当
た
り
戦
で
試
合

を
行
い
、
そ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
一

位
の
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
非
常
に
白
熱

し
た
試
合
で
、
見
て
い
る
観
客
、

や
っ
て
い
る
選
手
も
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
三
〇
〇
名
程
の
来
場
者

の
方
々
が
、
七
二
会
地
区
に
訪

れ
、
地
元
住
民
の
方
々
と
触
れ
合

い
、
ま
た
地
元
住
民
の
方
々
は
何

気
な
く
過
ご
し
て
い
る
風
景
、
日

常
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

出
来
た
事
業
を
実
施
で
き
ま
し

た
。

　八
月
一
九
日
㈰
、
長
野

市
篠
ノ
井
の
通
明
小
学
校

に
て
、
八
月
例
会
「
き
ら

め
キ
ッ
ズ
の
お
仕
事
体
験

〜
は
た
ら
く
楽
し
さ
体
験

し
よ
う
〜
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　本
例
会
は
、
一
六
の
地

元
企
業
、
団
体
に
ご
協
力

頂
き
開
催
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
職
業
体
験
を
通

じ
て
地
元
企
業
様
と
の
接

点
を
設
け
る
と
共
に
、
子

ど
も
た
ち
の
な
り
た
い
職

業
・
知
ら
な
か
っ
た
職
業

へ
興
味
を
持
っ
て
貰
う
と

い
う
目
的
を
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
成
し
遂
げ
ら
れ

た
と
感
じ
ま
す
。

　今
年
は
、
定
員
を
超
え

る
子
供
た
ち
か
ら
の
参
加

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
南
長
野
地
区
の
小
学

四
年
生
〜
六
年
生
、
一
一

七
人
の
子
ど
も
た
ち
に
参

加
し
て
頂
き
職
業
体
験
を

し
て
も
ら
い
閉
会
式
で
子

ど
も
た
ち
を
一
班
〜
一
〇

班
に
振
り
分
け
、
班
内
で

将
来
な
り
た
い
職
業
を
画

用
紙
に
書
い
て
も
ら
い
発

表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　会
場
を
快
く
お
貸
し
頂

き
ま
し
た
通
明
小
学
校

様
、
ブ
ー
ス
出
展
に
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
地
元
企

業
、
団
体
様
に
は
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
ら
め
キ
ッ
ズ
の
お
仕
事
体
験

〜
は
た
ら
く
楽
し
さ
体
験
し
よ
う
〜

月
例
会

8

企
画
担
当  

■ 

青
少
年
育
成
委
員
会 

■

　昨
年
に
引
き
続
き
、
通
明
小
学
校
様
を
お
借
り
し
て

職
業
体
験
事
業
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
、

沢
山
の
参
加
申
込
メ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
が
、
申
込

フ
ォ
ー
ム
に
は
「
こ
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ

体
験
さ
せ
て
下
さ
い
」
や
「
い
ろ
ん
な
職
業
を
体
験
し
て

勉
強
し
た
い
で
す
」
等
々
の
沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き

ま
し
た
。
例
会
当
日
ま
で
、
一
一
七
名
の
子
ど
も
達
を

回
せ
る
だ
ろ
う
か
、
子
ど
も
達
が
熱
中
症
に
な
ら
な
い

だ
ろ
う
か
等
、
心
配
な
点
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
事
業
を
完
遂
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
達
を
見
て
い
る
と
、
楽
し
そ

う
に
体
験
し
て
い
る
子
、
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら
も
勇
気

を
出
し
て
体
験
し
て
い
る
子
な
ど
、
子
ど
も
達
の
き
ら
め

く
笑
顔
が
多
く
見
れ
た
良
い
例
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
企
業
様
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
頂
い
た
お
か
げ

で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　三
月
、
五
月
、
六
月
、
七
月
、
八
月
と
青
少
年
事
業

が
続
き
、
当
委
員
会
担
当
例
会
は
八
月
例
会
を
も
っ
て
終

わ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
メ
ン
バ
ー
に
助
け
て
頂
い
た
恩

を
残
さ
れ
た
事
業
で
返
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
北
澤
副
理
事
長
、
小
山
副
委
員
長
、
そ
し
て

委
員
メ
ン
バ
ー
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
毎
回
事
業
が
終
わ
る
度
に
感
じ
る
の
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
今
回
も
南
長
野
青
年
会
議
所
は
最
高
だ
！
と
感

じ
ま
し
た
。

小
林  

俊
介

委
員
長
所
感

※敬称略
　順不同

南長野の未来を照らし  全力で楽しむ青年たれ
あ　す
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2018年度８月までに以下５名の入会をいただきました。

編
集
後
記

　
気
が
付
く
と
日
の
暮
れ
が
早
ま
り
、
朝
晩
の
空
気
が
涼

し
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
学
生
さ
ん
達
は
新
学
期

が
始
ま
り
、
ま
た
日
常
の
い
つ
も
の
生
活
が
戻
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
季
節
の
変
わ
り

目
の
中
、
第
二
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
宮
﨑
理
事
長

予
定
者
を
は
じ
め
と
す
る
次
年
度
の
体
制
も
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
本
年
度
と
同
時
進
行
で
次
年
度
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
、
何
か
と
慌
た
だ
し
い
毎
日
と

な
り
ま
す
。
今
年
は
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
姉
妹
締
結
三

五
周
年
を
迎
え
た
り
、
恒
例
の
南
長
野
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

等
ま
だ
ま
だ
大
き
な
事
業
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

　
小
山
丸
の
船
旅
も
残
す
と
こ
ろ
三
か
月
余
り
、
い
よ
い

よ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。
南
長
野
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
り
全
力
で
Ｊ
Ｃ
活
動
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
　
　

　
総
務
委
員
会
　
一
之
瀬
　
由
照

香川  禎文
会社名 株式会社前田製作所

会社事業内容
クレーンや高所作業車などの自社製品の開発・製造・販売及びサー
ビスを行っているメーカーです。また、コマツの総販売代理店とし
て国内最大規模を誇ります。

最近の趣味 ラーメン店巡り(最近ではないですが(笑))

ＪＣに入って
よかったこと

同世代の志を同じうする仲間が増えたこと。
会社の中では味わうことのできない刺激が毎回味わえます！

これからの目標
出身地は南長野ではありませんが、「地域の役に立ちたい」「地域を
盛り上げていきたい」という気持ちはメンバーと同じです！
今しかない若いパワーを全力でぶつけ、最後まで悔いのないJC活
動をやり遂げる所存です！

38歳Pick Up!
新入会員Ｎｏ.3

2018所属委員会
地域創生委員会

上條  裕太
会社名 ハーティー株式会社

会社事業内容 宝飾事業部、宝飾販売及び卸事業、健康事業部、
家庭用医療機器及び医療器具販売

最近の趣味 車

ＪＣに入って
よかったこと

様々な業種の方との交流もち、方々の仕事へのスタンス、考
え方を聞けたこと。また、弊社への新しい考えのきっかけを
持てたこと。

これからの目標
微力ながら地域への貢献及び発展に協力すること。また
様々な方との交流の中で己の見識の拡大、成長を促して
いきたいと思います。

33歳Pick Up!
新入会員Ｎｏ.4

2018所属委員会
青少年育成委員会

８
月
　
日
㈰
　
長
野
市
立
通
明
小
学
校

19

2018年度全体事業【会員拡大結果報告】

2018年度準会員紹介
※入会順

株式会社Ｈ・Ｂ会社名神 林 隆 光
パソコン修理センター長野南店会社名櫻 井 　 洋
株式会社東飯田酒造店会社名飯 田 　 淳
株式会社ピーエイ会社名今 西 　 淳
Signature K会社名田 中 　 啓

南長野青年会議所の未来のために必達15名
４月１日～７月31日

　はじめに、必達15名という目標を掲げて全体事業を行ってきましたが
私の力不足により期間中は３名の入会にとどまってしまったことを伏して
お詫び申し上げます。青年会議所全体を鼓舞して拡大活動に導いていく
というリーダーシップを発揮できなかったことを反省すると共に拡大活動
の難しさを感じさせ続けられた４ヶ月間でした。候補者30名ピックという
もう一つの目標は達成することができましたが、南長野青年会議所の終
わりの始まりとならないように引き続き拡大活動に励んでいきたいと考
えます。最後になりましたが、副理事長はじめ、異業種交流会の企画及び
運営を行って下さった副委員長、連日拡大ラインを投稿して頂いた拡げ
よう会員の輪メンバー、また拡大活動や候補者情報を提供して下さった
全てのメンバーに御礼を申し上げ結びとさせて頂きたいと思います。

拡げよう会員の輪委員会　委員長　山岸　陸弘

あす


